
◆ (仮称）津市久居ホールに求められる

機能について意見を聞きました！ 
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第４号 
（仮称）津市久居ホール整備有識者委員会 

開催概要 

 会議名 第４回（仮称）津市久居ホール整備有識者委員会 

 日 時 平成２６年１２月１日（月）１３：３０～１５：３０ 

 場 所 アスト津アストプラザ４階 会議室２ 

 出席者 有識者委員４名及び事務局 

求められる機能及び事業のあり方について ② 

   先回、過去の経緯も含め（仮称）津市久居ホールにおける施設機能や事業のあり方などについ

て様々に協議を行ってきました。 

   今回は、これまでの議論を踏まえたモデルプラン（試案）を提示し、限られた建設予定敷地（久居

東鷹跡町）との対応において、施設機能について更なる検討を行いました。 

 ◎ モデルプラン（試案）について 

○ホール機能ゾーン 

  舞台、客席、楽屋（控室利用）、主催者控

室、楽屋事務室、ピアノ室、トイレなど 

○住民活動支援機能ゾーン 

  アートスペース（展示ギャラリーや練習室を

併用など）、体験交流室（展示ギャラリーに

も使用）、市民活動室、会議室（展示ギャ

ラリー練習室、楽屋利用にも使用） 

○行政、窓口機能ゾーン 

  事務室 

○その他 

   防災センター、工房、トイレ、ホワイエ、ロ

ビー（ギャラリーや交流室などに利用できる

オープンスペース）、情報ラウンジ他 

  （仮称）津市久居ホール整備基本計画（以下、「基本計画」という。）の中で挙げられている機能を

踏まえた空間、室を備えたモデルプラン（試案）を提示しました。 

  その機能は、以下のとおり。 

委員会での意見等は裏面のとおりです。 



  今回は、モデルプラン（試案）の提示を伴い、限られた予定敷地の制約を踏ま

え、施設の機能についての検討を深めました。アートスペースのあり方としてギャ

ラリーを中心に多機能に多角利用できるものとすることやオープンスペースによる

賑わいや交流機能としての重要性、また、行政窓口と事務室の機能は分離した方が

よいことなどについて確認することができました。次回、本日議論したことで欠け

ている点を再検討し、委員会としての意見書の提案に向けて検討を図りたいと思い

ます。         
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 ホームページもご覧ください 
   http://www.info.city.tsu.mie.jp/

modules/dept1171/article.php?

articleid=817 

 ◎ アートスペースについて 

○試案を見る限り、市民が交流できるスペースや機

能が見えない。 

○カフェなどの飲食機能があれば、隣接する図書館

の利用者も来やすく、皆の溜まり場になる。ホール

の公演がなく閉まっていても、憩いの場的な市民が

集うスペースは常に開かれていることが大切。ギャ

ラリーとカフェ機能を合わせ持つような市民交流ス

ペースを設けてほしい。 

○ギャラリーを基本に、展示等の利用がないときは、

小ホール、練習室など多機能に多角利用をしようと

したものであること。 

○アートスペース、体験交流室、会議室、ロビー空間

を活用することで、基本計画で想定されていた

1000㎡程度のギャラリー空間を確保とすることは

可能。 

○ギャラリーは昼間展示があれば、利用者が見に来

るため、賑わいづくりには有効。また、展示の利用が

ない場合は、練習室などに使えば出入りする人がい

ることで賑わいに繋がる。 

○アートスペースを２分割、３分割して使えるようにす

れば、華道や茶道、書道や美術展等、使い勝手が

上がると思われる。 

○面積の関係で、アートスペースを本格的な劇場化

することは難しい。それならば、アートスペースを２

分割して展示用とスタジオ用（ギャラリーとしても使

用可能）に専用化するのがいい。 

 ◎ 行政窓口、事務室について 

○行政窓口を作ることも必要だが、（仮称）津市久居

ホールが稼働されるまでの間の社会的ニーズが変

化していく中で、行政窓口の役割も変化していく可

能性があると思う。そうすると、劇場と行政窓口は

時代のニーズに合わせてどのように機能変化すれ

ばよいかを考える必要がある。特に劇場に関しては

顕著で、ボランティア室、バンド練習室など色々な

目的を持った諸室を取り入れていく必要がある。 

○行政窓口機能は、定休日や営業時間等が劇場管

理と異なる可能性があるため、ホールなど他の施

設の部分と切り離した方が、管理する上で良いかも

しれない。 

○事務室として、施設管理部門とボランティア等の運

営部門は一か所にあった方が便利。 

○劇場の活性化、劇場のにぎわいを醸し出すには市

民が常時出入りしている環境をつくらなければなら

ない。その為に、情報コーナー、カフェなどの設置

が求められる。 

○人々が劇場に出向く習慣をつくりたい。久居では図

書館と一体化した施設づくりが可能であり、うまく連

携できればとてもいいものができる可能性がある。 

○ロビーを開放して、劇場を使わないときは自由に行

き来できるようにするといった、レイアウトを変えて市

民が交流できるオープンスペースを作り出せる可能

性はある。 

○オープンスペースの中で交流機能をどのように実

現させるのかは、もう少し検討が必要 

 ◎ オープンスペース（ホワイエ、ロビーな

ど）について 


